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ケース１ 「それっぽい」から本当？ ケース２ 「写真がある」から本当？

えっ？！これって
うちの学校？！

この学校って
やばいのかも？

Aさんはすぐにこのウワサをみんなに話し

ました。ウワサが広まり、保護者や先生に

まで不安が広がりました。

実は、ウワサは学校とは無関係のだれかが、

「面白そう」と思って考えた、作り話でした。

え？マジ？

Bが万引きした
らしいよ

やばいじゃん

写真があるし
本当っぽいな。

ウワサを信じた人たちがBさんを

避けるようになりました。

後でウワサはウソだとわかりましたが、

避けられたことがトラウマとなり、Bさんは

学校へ行けなくなってしまいました。

SNS上の情報をすぐに信じてしまうと、トラブルに巻きこまれたり、意図せずトラブルの加害者の

１人になったりすることがあります。そういった危険があることを理解し、悩んだときや困ったときは、

まわりの大人にすぐに相談するようにしましょう。

SNSでは、いろいろな情報 ・ 投稿を見ることができます。しかし、その中には「本当っぽく見えるウソ」

や「だれかをだますためのウソ」があることを知っていますか？

今回は、実際にあった”ネットのウソ”にまつわる事例を見て、ウソからどういったトラブルにつながって

しまうのかを学びましょう。

じょうほう とうこう

じっさい じれい

ほごしゃ さ

じょうほう ま いと かがいしゃ

きけん りかい なや こま

そうだん

さ


